
教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2 【項目セット辞書（共通）】 
 

                     
 

資料資料資料資料ＮｏＮｏＮｏＮｏ    ：：：：「「「「業務業務業務業務１１１１－－－－１２１２１２１２」」」」    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

V1.2 

 

 

 

 

 

平成２８年３月 

 

一般財団法人全国地域情報化推進協会 

 

 

 

 

資料Ｎｏ．「業務１－１２」 
教育情報アプリケーションユニット標準仕様 

校務基本情報データ連携 小中学校版 

【項目セット辞書（共通）】 



教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2 【項目セット辞書（共通）】 
 

                     
 

資料資料資料資料ＮｏＮｏＮｏＮｏ    ：：：：「「「「業務業務業務業務１１１１－－－－１２１２１２１２」」」」    
 

目 次    本資料の位置づけ  ··········································································································································  １  項目セット辞書  ··················································································································································  ２  
 



教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2 【項目セット辞書（共通）】 
 

－ 1 －                      
 

資料資料資料資料ＮｏＮｏＮｏＮｏ    ：：：：「「「「業務業務業務業務１１１１－－－－１２１２１２１２」」」」    
本資料の位置づけ  本資料「教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 【項目セット辞書（共通）】」は、学習者情報アプリケーションユニットおよび学校保健アプリケーションユニット間の連携データ項目において、共通的なリファレンスとなるデータ項目の集合体の型を定義した辞書である。 本資料は、インターフェースの設計等を効率的に進めることを目的としており、同標準仕様「インターフェース仕様」（業務1-7-1、業務1-7-2）や「データ一覧」（業務1-8-1、業務1-8-2）等を参照する時に利用する。  



教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2作成日H28.03CD コード名 最小 最大1 児童生徒情報 児童生徒ID ○ X 20 0 1
氏名 氏名情報 1 1
通称名 氏名情報 0 N性別 ○ 性別 X 1 1 1生年月日 X 10 1 1現住所 現住所情報 0 1現住所_その他 現住所情報 0 N2 現住所情報 住所 住所情報 1 1備考 VCHAR 100 0 13 組織情報 教育委員会 教育委員会情報 0 1学校 学校情報 0 14 教育委員会情報 教育委員会ID ○ X 20 0 1教育委員会名 VCHAR 60 1 1 ○部課係 VCHAR 60 0 1所在地 住所情報 0 1電話番号 X 15 0 1職 VCHAR 20 0 1

教育情報アプリケーションユニット標準仕様校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2版項目セット辞書

職に関する情報

ISO8601の年月日形式（YYYY-MM-DD）

教育委員会名
住所に関する特記事項教育委員会に関する情報。本項目と「学校」のいずれかを必須選択。学校に関する情報。本項目と「教育委員会」のいずれかを必須選択。

コード 項目の説明

教育委員会を特定する全国でユニークなID（将来への拡張用項目）

自治体業務アプリケーションユニット標準仕様の項目セット辞書の項目セット※住所コードと外字住所は、未設定を許容する。外字有り無しにかかわらず､内字住所は利用する。

児童生徒を特定する全国でユニークなID（将来への拡張項目）自治体業務アプリケーションユニット標準仕様の項目セット辞書の項目セット設定値は、自治体業務アプリケーションユニット標準仕様" 【標準仕様の読み方】　（補足事項）　4.住基情報について　① 「氏名」の内容"を参照※外字氏名は、未設定を許容する。外字有り無しにかかわらず､内字氏名は利用する。自治体業務アプリケーションユニット標準仕様の項目セット辞書の項目セット※外字氏名は、未設定を許容する。外字有り無しにかかわらず､内字氏名は利用する。

データ型 桁数 出現回数 外字使用項目名項番 項目セット名

教育委員会の電話番号（所轄の電話番号）
所轄の組織名自治体業務アプリケーションユニット標準仕様の項目セット辞書の項目セット※住所コードと外字住所は、未設定を許容する。外字有り無しにかかわらず､内字住所は利用する。

AK.教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版（項目セット辞書（共通）） 2ページ



教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2作成日H28.03CD コード名 最小 最大教育情報アプリケーションユニット標準仕様校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2版項目セット辞書 コード 項目の説明データ型 桁数 出現回数 外字使用項目名項番 項目セット名5 学校情報 学校ID ○ X 20 0 1学校名 VCHAR 40 1 1 ○所在地 住所情報 1 1分校ID ○ X 20 0 1分校名 VCHAR 40 0 1 ○分校所在地 住所情報 0 1電話番号 X 15 0 1職 VCHAR 20 0 1備考 VCHAR 100 0 1（参考）自治体業務アプリケーションユニット標準仕様の「（業務1-12）項目セット辞書」の「氏名情報」「住所情報」CD コード名 最小 最大2 氏名情報 氏名 N 205 1 1 ○フリガナ N 205 1 1
3 住所情報 住所コード ○ X 30 1 1住所 N 100 1 1 ○方書 N 150 1 1 ○郵便番号 X 10 1 1

学校を特定する全国でユニークなID（将来への拡張項目）

姓と名の間等に全角の空白を一文字入れる。
J-LIS全国町字コード等の利用を想定。住所のコード化が必要な範囲に応じて自治体で個別に設定する。
姓と名の間等に全角の空白を一文字入れる。業務1-1「標準仕様の読み方」の「氏名の振り仮名に関して」を参照のこと。校長氏名等のフリガナが不要な場合は、未設定を許容する。

項番 項目セット名 項目名 コード 学校に関する特記事項
データ型 桁数 出現回数 外字使用 項目の説明

学校の電話番号職に関する情報。メッセージ定義の送信先・送信元情報で主に利用する。
自治体業務アプリケーションユニット標準仕様の項目セット辞書の項目セット※住所コードと外字住所は、未設定を許容する。外字有り無しにかかわらず､内字住所は利用する。

自治体業務アプリケーションユニット標準仕様の項目セット辞書の項目セット※住所コードと外字住所は、未設定を許容する。外字有り無しにかかわらず､内字住所は利用する。学校を特定する全国でユニークなID（将来への拡張項目）

AK.教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版（項目セット辞書（共通）） 3ページ
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資料資料資料資料ＮｏＮｏＮｏＮｏ    ：：：：「「「「業務業務業務業務１１１１－－－－１２１２１２１２－－－－１１１１」」」」    
本資料の位置づけ  本資料「教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 【項目セット辞書】」は、学習者情報アプリケーションユニット間の連携データ項目において、共通的なリファレンスとなるデータ項目の集合体の型を定義した辞書である。 本資料は、インターフェースの設計等を効率的に進めることを目的としており、同標準仕様「インターフェース仕様」（業務1-7-1）や「データ一覧」（業務1-8-1）等を参照する時に利用する。 



教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2作成日H28.03CD コード名 最小 最大1 保護者情報 保護者ID ○ X 20 0 1氏名 氏名情報 1 1現住所 現住所情報 1 1現住所_その他 現住所情報 0 N2 観点別学習情報 必修選択 ○ 必修選択種別 X 1 0 1教科 ○ 教科名 X 4 0 1教科_その他 VCHAR 20 0 1観点 ○ 学習観点 X 8 0 1観点_その他 VCHAR 30 0 1評価 ○ ABC評価 X 1 1 13 評定情報 必修選択 ○ 必修選択種別 X 1 0 1教科 ○ 教科名 X 4 0 1教科_その他 VCHAR 20 0 1評価 X 1 1 1

版教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2項目セット辞書項目名

学習観点。本項目か観点_その他のいずれかは必須。教科名（自由記述）
項目の説明保護者を特定する全国でユニークなID（将来への拡張用項目）保護者の住所に関する情報保護者の氏名に関する情報項番 項目セット名 データ型 桁数 出現回数 外字使用コード

教科名。本項目か教科_その他のいずれかは必須。教科名（自由記述）教科に対する評定

保護者のその他の住所に関する情報
必修教科、選択教科を明記したい場合に、使用。
必修教科、選択教科を明記したい場合に使用。教科名。本項目か教科_その他のいずれかは必須。学習観点（自由記述）教科に対する評価

AK01.学習者情報アプリケーションユニット（項目セット辞書） 2ページ
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資料資料資料資料ＮｏＮｏＮｏＮｏ    ：：：：「「「「業務業務業務業務１１１１－－－－１２１２１２１２－－－－２２２２」」」」    
本資料の位置づけ  本資料「教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 【項目セット辞書】」は、学校保健アプリケーションユニット間の連携データ項目において、共通的なリファレンスとなるデータ項目の集合体の型を定義した辞書である。 本資料は、インターフェースの設計等を効率的に進めることを目的としており、同標準仕様「インターフェース仕様」（業務1-7-2）や「データ一覧」（業務1-8-2）等を参照する時に利用する。 



教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版  V1.2作成日H28.03CD コード名 最小 最大1 診断結果情報 異常の有無 ○ 異常の有無 X 1 1 1疾病名 VCHAR 50 0 1 ○2 視力情報 右 ○ 視力検査結果 X 1 1 1左 ○ 視力検査結果 X 1 1 13 聴力情報 結果 ○ 聴力検査結果 X 1 1 1聴力レベル 9 2 0 14 歯の情報 現在歯の有無 ○ 現在歯の有無 X 1 1 1歯の状態 ○ 歯の状態 X 1 0 1補助記号 ○ 補助記号 X 1 0 15 乳歯情報 乳歯A 歯の情報 1 1乳歯B 歯の情報 1 1乳歯C 歯の情報 1 1乳歯D 歯の情報 1 1乳歯E 歯の情報 1 16 永久歯情報 永久歯1 歯の情報 1 1永久歯2 歯の情報 1 1永久歯3 歯の情報 1 1永久歯4 歯の情報 1 1永久歯5 歯の情報 1 1永久歯6 歯の情報 1 1永久歯7 歯の情報 1 1永久歯8 歯の情報 1 1

教育情報アプリケーションユニット標準仕様 校務基本情報データ連携 小中学校版 V1.2版項目セット辞書項番 項目セット名 項目名 データ型 桁数 出現回数 外字使用

1～8は、永久歯の位置情報

コード
異常の場合の聴取可能な聴力測定レベル（単位：デシベル）聴力検査結果

項目の説明“異常なし”あるいは、“未検査”の場合､次の“疾病名”は、回数=ゼロになる。疾患名､疾病名､異常名など右目の視力検査結果左目の視力検査結果歯の存在有無むし歯、むし歯の処置歯などの歯の状態を記号で表記。歯がない（現在歯の有無＝2）場合は「歯の状態」項目は不要となる。
A～Eは乳歯の位置情報歯の状態の補助記号を記号で表示。補助記号が必要な歯のみ設定する。

AK02.学校保健アプリケーションユニット（項目セット辞書）  2ページ


